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町の民生児童委員が厚生労働大臣と秋田県知事から新た

に２人が委嘱されました。

３
月
10
日
は
八
森
・
峰
浜
両
中
学
校
で
、

16
日
は
６
小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
証
書

授
与
式
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
た
ち
は
新
し

い
学
校
生
活
へ
の
期
待
と
不
安
を
胸
に
、

思
い
出
の
学
舎
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

峰
浜
中
学
校
で
は
、
卒
業
生
が
少
し
緊

張
し
た
面
持
ち
で
入
場
し
、
立
派
な
態
度

で
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
卒
業
生
と
在

校
生
が
言
葉
を
掛
け
合
っ
て
３
年
間
の
思

い
出
を
振
り
返
る
別
れ
の
こ
と
ば
で
は
、

涙
を
流
し
な
が
ら
一
生
懸
命
声
を
出
す
卒

業
生
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

八
森
小
学
校
で
は
、
少
し
大
き
め
の
真

新
し
い
中
学
校
の
制
服
に
身
を
包
ん
で
入

場
し
た
卒
業
生
が
、
担
任
の
先
生
か
ら
一

人
ひ
と
り
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
元
気
に
返

事
を
し
て
卒
業
証
書
を
受
け
取
っ
て
い
ま

し
た
。

卒
業
生
た
ち
は
、
夢
い
っ
ぱ
い
の
希
望

を
胸
に
思
い
出
の
学
び
舎
を
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。

３
月
27
日
、
八
峰
町
自
治
功
労
者
表
彰

式
が
フ
ァ
ガ
ス
で
開
催
さ
れ
、
旧
峰
浜
村

村
長
の
芹
田
正
嗣
氏
な
ど
14
名
に
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

八
峰
町
誕
生
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
年
に
表

彰
さ
れ
た
方
は
、
旧
峰
浜
村
村
長
や
旧
峰

浜
村
収
入
役
、
農
業
委
員
、
自
治
会
役
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
な

ど
、
様
々
な
分
野
で
地
方
自
治
に
貢
献
さ

れ
て
き
た
方
々
で
す
。
式
で
は
、
加
藤
町

長
が
１
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
、
長
年
の
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

●
表
彰
さ
れ
た
方
々
︵
敬
称
略
︶

芹
田
　
正
嗣
　
　
八
代
　
次
郎

佐
々
木
清
勝
　
　
工
藤
　
勇
一

長
門
　
文
雄
　
　
木
藤
　
義
光

村
上
　
寅
雄
　
　
赤
塚
　
一
雄

井
川
　
定
雄
　
　
菊
地
八
重
子

芹
田
　
拓
也
　
　
田
村
　
修
一

巻
　
　
三
郎
　
　
山
田
　
運
一

４
月
１
日
、
あ
き
た
白
神
駅
で
は
リ
ゾ

ー
ト
白
神
運
行
10
周
年
、
岩
館
駅
で
は
リ

ゾ
ー
ト
白
神
停
車
記
念
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
き
た
白
神
駅
で
は
、
祭
鼓
連
の
太
鼓

で
列
車
を
出
迎
え
、
日
本
海
と
白
神
山
地

の
雄
大
な
自
然
を
楽
し
め
る
こ
と
で
、
県

内
外
か
ら
人
気
を
集
め
て
い
る
リ
ゾ
ー
ト

し
ら
か
み
の
満
10
歳
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
か
ら
停
車
す
る
こ
と
に

な
っ
た
岩
館
駅
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
若
菜
会
の
メ
ン
バ
ー
が
﹁
白
神
ば
や

し
﹂
に
あ
わ
せ
た
踊
り
を
披
露
し
て
、
リ

ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
を
出
迎
え
ま
し
た
。

４
月
４
日
は
沢
目
、
塙
川
両
子
ど
も
園

で
、
４
月
５
日
は
八
森
、
観
海
、
岩
館
の

３
子
ど
も
園
で
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。沢

目
子
ど
も
園
で
は
、
新
し
く
入
園
す

る
子
ど
も
た
ち
が
、
お
母
さ
ん
の
隣
り
に

ぴ
っ
た
り
と
寄
り
添
っ
て
式
に
臨
み
ま
し

た
。
担
任
の
保
育
士
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ

る
と
﹁
ハ
イ
ッ
﹂
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
返

事
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
在
園
児
か

ら
は
﹁
子
ど
も
園
に
は
楽
し
い
こ
と
が
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
明
日
か
ら
一
緒
に
遊

び
ま
し
ょ
う
。
﹂
と
歓
迎
の
言
葉
が
か
け

ら
れ
、
新
し
く
入
っ
て
き
た
お
友
達
を
歓

迎
し
ま
し
た
。

期
待
と
不
安
を
胸
に
学
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た

小
中
学
校
で

﹁
卒
業
証
書
授
与
式
﹂思い出を胸に巣立っていきました

長
年
の
功
績
を
表
彰

八
峰
町
自
治
功
労
者
表
彰
式

長年の功績を称えました

リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
記
念
行
事

あ
き
た
白
神
、
岩
館
両
駅
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

白神ばやしの踊りで列車を出迎えました

大きな声でお返事できたよ

若い子育て世帯等の経済的負担を軽減するため、３歳未満の乳幼児の養育者に対する児童手当の額

を下記のように増額になりました。

なお、３歳以上の児童手当額、支給対象年齢及び所得制限額については現行どおりです。

〈０歳以上３歳未満の児童の養育者に対する児童手当〉

（現行） （改正）

第１子、第２子　　月額５千円　　→　　　月額１万円（倍増）

第３子以降　　　　月額１万円　　→　　　月額１万円（現行どおり）

〈３歳以上（現行どおり）〉

第１子、第２子　月額５千円

第３子以降　　　月額１万円

施行日：平成１９年４月１日（最初の支給月　平成１９年６月）

※今回の改正では、受給者からの手続きは必要ありません。

なお、平成19年４月から３歳未満の児童手当等の額は一律月額１万円となりますが、３歳到達後

の翌月からは、第１子及び第２子の手当額は５千円となります。

■問合せ先　役場福祉課福祉係（八森庁舎ＴＥＬ７７−２１１１）

下　坂　順　子さん

℡78-2606

岩館第２北部担当

武　田　龍　子さん

℡76-2735

強坂担当

新
団
長
に
笠
原
勝
一
氏
が
任
命

八
峰
町
消
防
団
団
長
の
佐
々
木

幸
宣
が
退
任
し
、
新
団
長
に
笠
原

勝
一
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
に
手
を
引
か
れ

町
内
の
子
ど
も
園
で
入
園
式


